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はしがき

本書で報告する調査は、国庫補助事業として個人住宅等の建設工事

に先立って実施したものです。この調査は、工事によつて最も深 く掘

削がおよび、遺構や遺物といった埋蔵文化財に影響がある擁壁や浄化

槽、建物基礎部分のみの調査です。そのほとんどが数ピ程度のも
ので

すが、向出遺跡における縄文時代後期から晩期にかけての土器の出土

等、これまでの調査では確認されていない新たな事実が判明した調査

もありました。

小規模で地道な調査 も重要である事をあらためて認識した今年度の

調査の報告をここに行います。今後も市独自の文化財保護条例の設置、

歴史資料館の建設等文化財保護行政の充実に努力をしていく所存です。

市民の皆様のご協力、ご理解をよろしくお願いいたします。

最後になりましたが、今回の調査にご協力下さつた土地所有者をは

じめとする関係者の方々に感謝の意を表します。

1997年 3月

阪南市教育委員会

教育長 庄司菊太郎



例  言

1。 本書は、阪南市教育委員会が、平成 8年度国庫補助事業として計画し、社会教育課

が担当実施した阪南市内遺跡発掘調査概要報告書である。

2.調査は、阪南市教育委員会社会教育課主任三好義三、同課職員田中早苗、上野仁を

担当として実施した。

3。 本書内に示した標高は、T.P.であり、方位は既製の地形図などを使用したものを除

いて磁北である。

4.調査にあたつては、調査地の土地所有者等関係各位の理解と協力を得た。ここに記

して感謝の意を表したい。

5。 本書の執筆・編集は、上記の調査担当者が行った。また、実測図等の作成は、下記

の調査従事者による。

6。 本調査における記録は、実測図、写真、カラースライド等に保存されている。当教

育委員会にて保管しているので、広く活用されたい。

(調査従事者)

宇沢克之、辻野 勝、伊庭 勉、太田敏治、甲斐 易、松原仁司、和田旬世、井上祥子、

井上 進、外池美渡里、射手矢由紀子、福森由記、木村真喜、滝本奈保子、間谷由春
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第 1章 調査に至る経過

阪南市は大阪府の南西端に位置し、東は泉南市、西は泉南郡岬町、北は大阪湾、南は和泉山脈

を越えて和歌山県に接する。

地勢的には東西8.5km、 南北6。8km、 面積は36。05km2の市域を有し、約 4分の 3は山地である。気

候は瀬戸内式気候に属し、温暖で比較的雨量が少ない。

大阪の中心部より約45km、 和歌山市の中心部より約10kmの距離にある為、各都市の
ベッドタ

ウン的な性格を呈し、人口は57,104人 (1997年 1月 31日現在)である。

1994年 9月 には今世紀最後の大プロジェクトとされる、関西新空港が開港した。それに伴っ

た開発事業が盛んに行われ、埋蔵文化財発掘調査によつて阪南市の歴史に新たな事実が付け加

えられたが、調査された遺跡はすべて破壊された。また、阪南市域で途切れている泉州地方の幹

線道路である第 2阪和道も延長に向けて埋蔵文化財の調査が始まり、新しい発見が期待される。

さらに開発が盛んになる一方で、旧村落の歴史的町並みの面影を、一部で現在も良好に残し

ている。当市ではこうした町並みの状況を把握するために、1990年度に調査を実施した。

埋蔵文化財においては、1982年に第 1巻を発行した阪南市の埋蔵文化財発掘調査幸艮告書も今

年ですでに22冊になった。本市では1985年度より国庫補助事業として、個人住宅
・農業用倉庫

等の建築に先立って調査を実施している。本書では主に1996年度の報告を15遺跡36カ 所行うも

のであるが、尾崎海岸遺跡90-1区の報告は、1990年度に工事中発見され、この度幸艮告を行う

ものである。

和歌山県

阪南市位置図
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第 2章 歴史的環境

阪南市は大阪平野の南部に位置する。地形上の特徴で大きく分けると、和泉山脈、山麓から

海岸近くまでひろがっている阪南台地、男里川低地の 3つの地域になる。現在の人々の生活区

域は、阪南台地、男里川低地にあり、市域で周知されている埋蔵文化財包蔵地とも一致する。

調査成果からみられる遺跡の概要を時代別に以下に述べる。

阪南市域において、人類の形跡がみられる最古のものとして、神光寺 (蓮池)遺跡から採

取された「柳又型」と呼ばれ縄文時代草創期と考えられる有茎尖頭器があげられる。また、

縄文時代のものとしては明確な遺構は検出されていないが、玉田山、自然田、向出、貝掛、

箱作今池、田山遺跡で石鏃等が、馬川北、高田遺跡で晩期の土器が出土している。

弥生時代になると、神光寺 (蓮池 )、 尾崎海岸、馬川、馬川北、久保田、鳥取南、箱作今池

遺跡で遺構・遺物を確認している。神光寺 (蓮池)遺跡では、中期の方形周溝墓 と土器、石

包丁、石鏃等を検出している。また、海浜部に位置する尾崎海岸遺跡では、弥生時代末期～

古墳時代初期の製塩土器を含む遺構を検出している。

古墳時代中期になると、市域で古墳が造築され始める。中期の古墳としては、茶屋川左岸

台地に築造されていた小型の帆立貝式古墳の箱作古墳、現在の阪南市役所の位置に築造され

ていた皿田池古墳の存在が、文献史料等からうかがえるが現存はしていない。後期になると、

市の東部の雨山から延びた丘陵地に高田山古墳群、釈迦坊川の形成する谷の東側に塚谷古墳

群、玉田山の西山麓と西山腹に玉田山古墳群が築造されたが、現存するのは玉田山古墳群の

みである。調査が実施された玉田山 1号墳からは、須恵器の長頸壷、金環、銀環、琥珀製棗

玉等多数の副装品が出土し、それらは 6世紀末から7世紀前葉のものと思われる。

奈良時代では、波有手、貝掛、箱作今池、田山遺跡があげられる。波有手遺跡では、多量

の製塩土器と「海」「水」「省」「佐ILh」 等と記された同時期の墨書土器30数点が、土坑や溝等

から出土している。貝掛遺跡では、奈良三彩の長杯が、田山遺跡では、円面硯、墨書土器が

出土し、箱作今池遺跡では、堀立柱建物群を検出している。

平安時代になると、馬川遺跡で複弁蓮華文軒丸瓦、下出遺跡で均整唐草文軒平瓦が出土 し

ている。また、その南西部に位置する平野寺 (長楽寺)跡で複弁蓮華文軒丸瓦や均整唐草文

軒平瓦を採取している。

中世期以降になると、市域の各遺跡で遺構・遺物が確認できる。その中でも、特徴的なも

のとして、田山遺跡、下出遺跡、井山城跡があげられる。

田山遺跡では、瓦器の婉 ・皿、瓦質羽釜、土師質土器小皿・皿、陶器摺鉢・甕等の生活雑

器のみでなく、蛸壺、土錘の漁労関係の遺物を焼成したと考えられる土坑を検出している。

また輸入陶磁器 (青磁、白磁等)が多く出土していることも特徴としてあげられる。

下出遺跡では、瓦器婉や瓦をはじめとする遺物が出土し、瓦器婉 を埋納している土坑墓や

多数のビットを検出している。この下出遺跡を横断するように信長街道が通っており、中世

期以降の村の存在が推測される。さらに本遺跡内の各所で、平安時代からこの時期にかけて
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の瓦片が出土していることから、寺院等が存在していた可能性を思わせる。

また、井山城の存在は、在地領主の残した「軍忠状」等の文献史料によつて、飯ノ峯川流

域の山地に想定されていた。関西空港建設に伴う阪南丘陵開発の事前調査によりく丘陵頂

部・斜面において、中世の山城の特徴である土手や石垣等の曲輪状遺構や礎石建物跡ととも

に、土師器、瓦器、陶磁器が出土し、考古学的に中世の山城の存在が実証されることとなっ

たが、残念ながら開発のため現存はしていない。

近世期になると、市域には14カ村の存在が、当時の絵図をはじめとする文献史料から判 り、

尾崎、下出、黒田、新、波有手、石田、中、自然田、山中、桑畑の村々は「鳥取庄」、箱作、

貝掛、舞、山中新田の村々は「下ノ庄」に属していた。前述の村々のうち、明治期に廃絶し

た「舞村」の存在は貝掛遺跡の発掘調査によつて溝、井戸等のほか、鍛冶炉と考えられる焼

けた土坑とそれに関連する建物跡が検出し、考古学的に実証された。

近世期の村々の様子は、現在の尾崎地区で町場としての尾崎村、山中渓地区で紀州街道の

宿場町としての山中村等にその様子をしのばせる町並みがみられる。

この時期には様々な産業が栄えていたことは、当時の文献史料や民俗資料からうかがえる

が、そのなかでも和泉砂岩の加工業があげられる。和泉砂岩の採掘場であるミノバ石切場の

発掘調査によつて、採掘坑、ノミ、サキノミ、ヤ等加工用の鉄製品や、石臼、手洗鉢等の製

品・未製品が多量に出土 している。それらの石切場等で仕事 していたと考えられる「石工」

の存在は、『禾日泉名所固會』や全国各地に存在する石造物の銘文からうかがえる。

以上に述べたのが、埋蔵文化財を中心とした歴史的環境の概要である。以下に今年度の国

庫補助事業にともなう調査成果を報告する。

(参 考 )
『阪南町史』 上巻 阪南市
『阪南町史』 下巻 阪南市
『田山遺跡』 側大阪文化財センター

『田山・神光寺発掘調査概要』 阪南町教育委員会

『井山城跡』『貝掛遺跡』 岡大阪府埋蔵文化財協会

『阪南市埋蔵文化財発掘調査概要Ⅷ』 阪南市教育委員会

『波有手遺跡』 阪南市教育委員会
『阪南市埋蔵文化財発掘調査概要測』 阪南市教育委員会
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第 3図 尾崎海岸遺跡 調査区位置図

第 3章 調査の成果

第 1節 尾崎海岸遺跡

90-1区

a.調査の概要

調査区は、近世～近代期まで、大

阪と和歌山を結ぶ「浜 (孝子越)街

道」の街場として栄えた「尾崎村」

の中心部分にあたり、現在の海岸線

までわずか50mの場所に位置する。

本調査区は、個人

住宅の建替 え工事

中、大量の製塩土器

が出土した事により

周知された遺跡であ

る。そのため、調査

は通常のようにトレ

ンチを設定して行う

のではなく、建築工

事によつて「田」字

型に掘削された基礎

の部分に囲まれた僅

か 6～ 7ピ程度の台

状の部分を調査する

こととなった。この
地山:淡白褐色砂   __L

第 4図 尾崎海岸遺跡90-1区  トレンチ位置図

第 5図 尾崎海岸遺跡90-1区 第3層上面遺構平面図

3.00m

10 暗茶褐色砂
11 地山 :淡白褐色砂
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一ノ

′

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

盛土 だ
暗灰色土 (1～ 1 0cmの丸石多量に含む)

灰黒色粘質土

黄褐色粘土
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第 6図 尾崎海岸遺跡90-1区 第2層上面遺構平面図
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部分を3面に分けて掘削し、遺構確認を行った。最上面は、近世～近代期の整地層で、第 2面

以下は砂層であった。

b.遺構

第 2面以下の砂層に大量の庄内～布留期の土器が溜っている層が確認できた。また、この土

器とともに扁平な石を敷き詰めた跡を確認した。

第 2面から第 3面への掘削段階で、土器溜りを検出した。この土器のほとんどが製塩土器の

細片で蛸壺片も若干含まれており、後述する第 3層上面で検出した「炉」で使用 した土器等を

まとめて廃棄した跡ではないかと考えられる。

＼
＼
＼
＼＼、
、こ二三1三二三チ

ェア
プブ
ジ
'7

第 7図 尾崎海岸遺跡90日1区 出土遺物 (1)

0               1 0cm
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第 3層上面で炭化物は含まれていなかったが、周囲の砂と比して黒い部分を確認した。 1。 15m

×0。8m以上、確認面からの深さは0.05mを呈しており、「製塩炉」ではないかと考えられる。

c。 遺物

遺物の 102は布留期である。 1は壷で回縁部はヨコナデ、体部外面ハケメ、内面ヘラケズ

リ、 2は小型坤で底部外面をヘラケズリ、他はヨコナデを施している。

3～ 7は庄内期の土器で、 3は二重回縁の壺で竹管文を施した円形浮文を貼付けている。

4～ 7は甕である。 4の口縁部はヨコナデ、体部内タト面はヘラケズリを行なう。 5は体部外面

にタタキを施し、縦方向のヘラミガキによつて消されており、その他は横方向のヘラミガキで

ある。607は壺または甕の底部で、いずれも磨減が激しいg

8～ 15は蛸壺である。その内、 8は唯一全体の大きさが分かるものである。口縁部はヨコナデ、

底体部外面はタタキを施し、体部内面ナデ、底部内面は強いナデで器壁を削り取っているが、12の

内面には板状工具による強いナデが残る。また、15は底部接地面に木の葉圧痕がみられる。

16～ 231は製塩土器であるが、完形品はなかった。16～ 41は口縁部で、大別すると16～ 40の直

線的に立ち上がるものと、41の頸部がくびれるものの 2タ イプに分類される。さらに直線的に

立ち上がる口縁部は、16～ 37の ように端部に沈線のあるものと、38～ 40の沈線のないものに分

かれる。42～231は底部で、42～221の脚台の低いもの、222～ 230の高いもの、231の脚径が小さ

く体部が内湾気味に立ち上がるものの 3タ イプに分類される。この内、脚台が低いタイプには、

42～ 209の体部が直線的に上方に立ち上がるものと、210～221は上外方に開いて立ち上がるもの

16「
3

F靡 乙
yI丁

~1117

4
~~  8

25

「 ア
リ19 26 2  6

多

2  ′ 恣 /

７

勘第 8図 尾崎海岸遺跡90日1区
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出土遺物 (3)



1行

lM

1釧 1隧 佃  1“ 1“

1侶   1相 1引   1"  1"

1“ 1“ 1“

158

慮 観  1田 1群 1“ 1“

1∝

“

3

1和

1∞

1%

“

4

△ 二 ヽ 191

198

205

142

170

1∞

1"

206

1%

2∞

172

155

169

176

188

189 1%

2貶

知

1掻 1刀 1∞ 1田

1ド

1%

劉

∠と2三1::1ゝ  207    :l[II::It 208

劉 3劉 4

劉 92“ 2劉

ム   26エ

第10図 尾崎海岸遺跡90日1区  出土遺物 (4)
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があるが、前者はさらに脚部のくびれ方や脚台径の大きさなどで細かく分類される傾向がある。

232～ 239は土師質土器で232は土人形、2330234は柿釉小皿、235は焙烙、236は火鉢、237～

239は管状土錘である。

240～ 242は陶器で240は皿、241は婉、242は鉢である。

243～ 264は伊万里で、243の蓋はいわゆる伊万里青磁といわれるものである。244～ 258は碗、

235

0               5cm

て`ここII][EI]~~「 IIII'7`:3

- 一

 

一

 

一

  
一

 

一

o  ◎   ◎
237       238        239

E犯

234

劉

244

47

|ヽ1段β

259

261

ヽ

5

0                1 0cm

第11図 尾崎海岸遺跡90‐1区 出土遺物 (5)

Z252
｀
                        253

49

57
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259～ 262は筒型碗、263は猪日、264は皿である。232～264は第 1層から

出土した。

96-1区

a.調査の概要

本調査区は、尾崎海岸遺跡の北端部、海岸線より約50mの地点に位

長

｀

ス と二=彙=』
m

する。調査は、調査区東部に2.3m× 0.9mの トレンチを設定し行った て~J/
基本層序は、第 1層盛土、第 2層淡黄茶色土、第 3層暗茶黄灰色砂質 第12図 尾崎海岸遺跡96‐ 1区

トレンチ位置図
土、第 4層赤茶色砂質土、第 5層暗黒色砂層、

第 6層明黄色砂質土の無遺物層であった。退

構は検出されず、遺物は第 304層から土師     ｀
 ヽ ―一    

―

   )・    ―一   ヽ ヽ 一 ' Pヽ ― マ )ヽ    1 
盛 土

質管状土錘、陶器、瓦、第 5層から弥生時代 :層蓑藝長童砂質」`    5
の製塩土器の体部が出土 したが、細片のため 4赤

茶色砂質土 ヒ_____一 一才
5 暗黒色砂層 (玉礫混じり)       6      0           1m
6 地山:明黄色砂質土

図化 し得なかった。 第13図 尾崎海岸遺跡96-1区  トレンチ南側断面図

第 2節下出北遺跡

96-1区

a.調査の概要

本調査区は、下出北遺跡のほぼ中央部に位

置する。調査は、調査区中央部に1.5m× 0.8m

のトレンチを設定し行った。基本層序は、第

1層耕作土、第 2層床土、第 3層淡黄茶色土、

第 4層 明茶黄色土の無遺物層であった。第 3

層の上面で溝を検出した。

遺物は、第 3層から土師器、土師質管状土

錘t陶器、磁器、瓦が出土した。

b.遺構
一溝 一

深さは lm以上を呈する。遺物は、土師器、

須恵器、陶器、磁器、瓦が出土した。それら

の遺物より近世期以降のものと思われる。

c。 遺物

先述した遺物の内、図化し得たのは、以下

の 5点であった。

第14図  下出北遺跡 調査区位置図
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第15図  下出北遺跡96‐1区  トレンチ位置図



9.00m

1 謀笙
土
    |

3 淡黄茶色土
4 地山 :明茶黄色土
5 溝 :暗灰茶色砂質土
6 清 :淡黒茶色土
7 溝 :黄灰色土・

8 溝 :淡茶黒色砂質土
lm

1「

~~~~~~~~――一
|―

~~~~~―一一―
i′

'2

〔
IIII11~~~~~1;3

0                1 0cm

第17図 下出北遺跡96日1区 出土遺物

第16図 下出北遺跡96-1区 トレンチ北側断面図

1～ 3は磁器の碗で、 4は青磁皿の回縁部。 5は陶器の婉

の口縁部である。 1～ 3は第 3層 、 405は 溝の埋土である

淡茶黒色砂質土から出土 した。

／
４

＼

第 3節 下出遺跡

96--2区

a.調査の概要

本調査区は、下出遺跡の東端部に位置し、中世末期に整備

されたとされる「信長街道」に面している。調査は調査区内

のほぼ中央部に、 1。5m× 1。Omの トレンチを設定して行った。

盛土及び耕作土以下の基本的な層序は、第 3層暗茶色土、第

4層茶色土、第 5層茶色土 (暗茶黒色土混)、 第 6層茶色礫混

土で無遺物層の順であつた。遺構は検出されなかったが、第

405層 から土師器、瓦器、土師質蛸壺が出土したが、細片
のため図化し得なかった。

第18図  下出遺跡96-2区
トレンチ位置図

1

2

3

4

5

6

茶色土

(暗茶黒色土混 )

地山 :茶色礫混土

lm

第19図  下出遺跡96‐2区
トレンチ西側断面図

第20図 馬川北遺跡 0馬川遺跡 調査区位置図

―

  坤

田
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＼

1

2

3

4

盛土

耕作土

暗黄灰色粘質土

暗黄色砂混粘土

地山:暗黄灰色

砂礫混粘質土

l萌‰ )

第21図 馬川北遺跡95‐ 1区
トレンチ位置図

第 4節 馬川北遺跡

95-1区

a.調査の概要

一―
|

―

      |

1 盛土
2 淡茶褐色砂質土
3 暗茶灰色土
4 暗茶褐色土
5 黄茶褐色土
6 地山 :茶灰色土

第22図  馬川北遺跡95日1区

0                 1m

トレンチ東側断面図

馬川北遺跡は、阪南市の北西部に拡がり、南は馬川遺跡に接する。調査は、調査区内の南東

部に2。5m× 1.Omの トレンチを lヵ 所設定して実施した。盛土・耕作土以下の基本的な層序は、

第 3層暗黄灰色粘質土、第 4層暗灰黒色粘土、第 5層暗黄色砂混粘土、第 6層暗黄灰色砂礫混

粘質土の無遺物層であった。遺物は第 3層から中世期の土師質蛸壷、第 4層から弥生式土器の

壺体部、須恵器の甕体部、中世期の土師質蛸壺、第 5層から須恵器の甕体部が出土したが、図

化し得るものはなかった。遺構はビツト1を検出した。埋土は暗灰黒色粘土で、遺物が出土し

なかったため、時代は不明である。

96-1区

a.調査の概要

本調査区は、馬川北遺跡のほぼ中央部に位置する。調査は、調査区西部に1.5m× 1。 lmの トレ

ンチを設定し行った。基本層序は、第 1層盛土、第 2層淡茶褐色砂質土、第 3層暗茶灰色土、

第 4層暗茶褐色土、第 5層黄茶褐色土、第 6層茶灰色土の無遺物層であった。遺構は検出され

ず、遺物は第 2層から土師質土器、磁器、第 3層から土師器、須恵器、瓦器、土師質蛸壺、瓦、

第 5層からサヌカイト製石鏃、土師器、須恵器が出土した。

b。 遺物

前述の遺物より図化し得たのは、 1のサヌカイト製の石鏃のみで、長さ4。 Ocm、 横3。 Ocm、 厚さ

0。4cmを源Jる 。

第23図 馬川北遺跡96日 1区
トレンチ位置図

5.00m

第24図  馬川北遺跡96‐1区
トレンチ東側断面図

o               5cm

第25図 馬川北遺跡96-1区
出土遺物
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第26図 馬川北遺跡96日3区
トレンチ位置図

トレンチ

□
‐



96-3区

a.調査の概要

本調査区は、馬川北遺跡

の西部に位置する。調査は、

調査区東南部に3。9m× 2。 0

mの トレンチを設定し行っ

た。基本層序は、第 1層盛

土、第 2層耕作土、第 3層

褐灰色土、第 4層黄灰色と

暗茶灰色の礫混粘土の無遺

物層である。

遺構は第 4層上面でビッ

ト3を検出した。       7
遺物は第 3層 より土師

器、須恵器、土師質蛸壺、

陶器が出土した。

b.遺構
一建物跡一

弗28図

A!

4.50m

↓、「　Ｃ一

詢
　
Ｂ
一

B'

4.50m

C'

4.50m

4.50m

1 盛土
2 耕作土
3 褐灰色土
4 地山 :黄灰色礫混粘土
5 地山 :暗茶灰色礫混粘土
6 ビッ ト:暗黒茶灰色土

・東側断面図

V4

第27図  馬川北遺跡96-3区  トレンチ平面図

1間 × 1間以上の堀立柱建物である。芯心距離は1.6m程度で、ビット1～ 3で構成される。

ピットの直径0。30m、 深さは0.07～ 0.15m、 埋土はいずれも暗黒茶灰色土である。遺物はピット

1か ら土師器、須恵器が、ピット203か らそれぞれ土師器が出土した。遺物は図化し得なか
つたが、中世期以前のものと思われる。

2.00m

1 盛土

馬川遺跡96-1区・96-2区  トレンチ位置図

2 耕作土
3 青灰茶色± 5 濃茶黒色土
4 淡茶灰色± 6 淡茶色土

第29図 馬川遺跡96‐ 1区
トレンチ西側断面図

＝

川

朴

車

―

６

一

〇一一一

96-2区

トレンチ
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第 5節 馬川遺跡

96-1区

a.調査の概要

本調査区は、馬川遺跡のほぼ中央部に位置する。周辺で

行なわれたこれまでの調査では、明確な遺構は検出されて

いないものの、弥生時代～中世期、とりわけ古墳時代～奈

良時代の遺物を包含 している層の存在が確認されていた。

調査は、調査区内のほぼ中央部に3.9m× 2。Omの トレンチを

設定して行った。盛土及び耕作土以下の基本的な層序は、

第 3層青灰茶色土、第 4層淡茶灰色土、第 5層濃茶黒色土、

第 6層淡茶色土の順であつた。第 4層 から須恵器が出土し

たが、遺構は確認されなかった。なお、出土した遺物はい

ずれも小片のため、図化し得なかった。

96--2区

a.調査の概要

本調査区は、馬川遺跡の北部に位置する。調査は、調査

区北部に1.6m× 1.3mの トレンチを設定し行った。基本層序

は、第 1層盛土、第 2層濃灰色土、第 3層灰色土、第 4層

淡灰色土、第 5層濃茶灰色土、第 6層黄茶色土の無遺物層

であった。遺構は検出されず、遺物は、第 1層から瓦器、

土師質土器、土師質蛸壺、磁器、第 3・ 4層 から土師器、

須恵器が出土した。図化し得たのは以下の 2点であった。

b.遺物

1は須恵器杯身の口縁部で 6世紀のものと思われ

る。 2は瓦器小皿の口縁部である。 1は第 304層 か

ら、 2は第 1層から出土した。

96-3区

a。 調査の概要

本調査区は、馬川遺跡のほぼ中央部に位置する。調

査は、調査区北西部に2.Om× 1。 lmの トレンチを設定し

行った。基本層序は、第 1層盛土、第 2層淡黄灰色土、

第 3層暗黒茶灰色土、第 4層黄灰色粘土の無遺物層で

あった。遺構は溝、ビツトを検出した。遺物は第 1層

一
ヽ

1 盛±    4 地山 :黄灰色粘土
2 淡黄灰色±  5 溝 :黄灰黒色土
3 暗黒茶灰色土

第33図 馬川遺跡96-3区  トレンチ平面図
西側断面図

＼ ~~~
＼

＼ /

`   6.00m

盛±   4 淡灰色土 (マ ンガン粒含む)
濃灰色± 5 濃茶灰色土
灰色±  6 地山 :黄茶色土

第30図 馬川遺跡96-2区
トレンチ南側断面図

/ 

「

~~ヽ
1

ヽ IIコ

「

~王
′ 2

0                1 0cm

第31図 馬川遺跡96口2区 出土遺物

第32図  馬川遺跡96日3区
トレンチ位置図

/  7.00m

＝

川

朴

車

―
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≠   6.00m

1

2

3

4

5

6

盛土

耕作土

褐灰茶色土

黄灰茶色土 ― ― 一 ― 一 一 ― 一 ¬落
暗黒茶色土

地山 :黄茶灰色土

第36図 馬川遺跡96-4区

ヒ レ

から須恵器、瓦、石臼、第 2層から須恵器、黒色土器、土師

質土器、第 3層から黒色土器、土師質土器が出土した。

b.遺構

遺構は第 4層上面で溝、ピットを検出したが、いずれも遺

物は出土しておらず、時代は不明である。

― 溝 ―

トレンチの中央部で東西方向の溝を検出した。幅0。5m、 深

さ0.15mを呈する。埋土は黄灰黒色土である。

―ピットー

トレンチの北西部でピットを検出した。径0.2m、 深さ0.lm

を呈する。埋土は黄灰黒色土である。

c。 遺物

1は和泉砂岩製の石臼 (粉挽き臼)で、直径29。 5cm、 厚さ

7 cm、 8分画 5溝のものである。

96-4区

a.調査の概要

本調査区は、馬川遺跡の北部に位置する。

調査は、調査区西部に2.7m× 1。7mの トレンチ

を設定 し行った。基本層序は、第 1層盛土、

第 2層耕作土、第 3層褐灰茶色土、第 4層黄

灰茶色土、第 5層暗黒茶色土、第 6層黄茶灰

色土の無遺物層であった。遺構は検出されず、

遺物は第 3層 から土師質土器を出土 したが、

細片のため図化し得なかった。

20cm

第34図  馬川遺跡96日3区 出土遺物

1

|

|「 ¬

|| |
il l

第35図 馬川遺跡96‐ 4区
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第37図  向出遺跡 調査区位置図



y蔦轟野｀√¬
~~

19.50m

lm二 /1
2

弟39図

淡茶灰色±  4 地山 :暗黄褐色礫混土

向出遺跡96‐1区  トレンチ西側断面図

」f硼涌
「

~「
百頼鉦
~~¬ ~~

19.50m

lm

2 淡茶灰色±  4 地山 :暗黄褐色礫混土

第40図 向出遺跡96‐2区  トレンチ南側断面図

第38図 向出遺跡96‐1区 096口2区

第 6節 向出遺跡

岬
1 0cm

トレンチ位置図
０

ｈ

Ｈ

リ

「
ぼ

第41図 向出遺跡96‐2区  出土遺物

96-1区

a.調査の概要

調査区は、向出遺跡の北部に位置する。調査は、調査区南東部に3.lm× 1。6mの トレンチを設

定し行った。基本層序は、第 1層耕作土、第 2層淡茶灰色土、第 3層濃茶黒色土、第 4層暗黄

褐色礫混土の無遺物層であった。遺構は検出されず、遺物は第 2層 より土師器、須恵器、第 3

層より縄文式土器、土師器、瓦器が出土したが細片のため図化し得なかった。

96-2区

a.調査の概要

調査区は、向出遺跡の北部に位置し、96-1区に隣接する。調査は、調査区北西部に3。2m×

1。6mの トレンチを設定し行った。基本層序は、第 1層耕作土、第 2層淡茶灰色土、第 3層濃茶

黒色土、第 4層暗黄褐色礫混土の無遺物層であった。遺構は検出されず、遺物は第 2層から縄

文式土器、第 3層からサヌカイト、縄文式土器、弥

生式土器、土師器、瓦器が出土した。

b.遺物

1～ 5は縄文時代後期～晩期のもので、第 3層か

ら出土した。 1～ 3は深鉢の口縁部で、405は器

種は不明であるが体部と思われ、第41図のような文

様がみられる。

□
96-2区

トレンチ
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第42図  西畑遺跡 調査区位置図



＝

川

■

上

―

第43図  西畑遺跡96-1区  トレンチ位置図

第 7節 西畑遺跡

第44図 神光寺 (蓮池)遺跡 調査区位置図

＝
月
吐
Ｆ
＋
―96-1区

a.調査の概要

本調査区は、西畑遺跡のほぼ中央部に位置する。西畑遺

跡は、1988年度の分布調査の折に、土師質土器、陶器等を

採取し、遺跡として周知された。調査は、調査区北部に

2。2m× 1.5mの トレンチを設定し行った。基本層序は、第

1層盛土、第 2層耕作土、第 3層淡茶灰色礫混土の無遺物

層であった。遺構、遺物ともに検出しなかった。

 ヽ                                /第 8節 神光寺 (蓮池)遺跡              1    ノ

95-4区
: 晶羨褐色2 明灰褐色土 ｀一 ―― ―_____ヽ 4_a.調査の概要

丁 /

25.00m

第49図 神光寺 (蓮池)遺跡
96日2区  トレンチ位置図

i麗奮『量産理こ基≦二
粒含a9 1堂

本調査区は、神光寺 饉湖 遺跡の西端部に位置する。
色甫苦

:励

渕逹諫遺鵬 4

|

10m

第47図 神光寺 (蓮池)遺跡
95-5区  トレンチ位置図

地山 :黄褐色粘土

第48図 神光寺 (蓮池)遺跡95-5区
トレンチ西側断面図

lm

第45図 神光寺(蓮池)遺跡95日4区  トレンチ位置図
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25.00m

1 盛±    4 暗茶黒色粘土                 |
2 耕作±   5 地山 :黄茶灰色±   o          lm
3 青灰黄色±  6 溝 :暗茶色粘土    L===コ =ヒ====J

調査は、1.8m× 1。Omの トレンチを設定して行った。盛土以下の

層序は、第 2層明灰褐色土、第 3層明茶灰色土、第 4層黒色礫

混粘質土で無遺物層の順であつた。遺構は検出しなかった。遺

物は第 3層から土師器、黒色土器、瓦器、瓦等が出土した。

95-5区
a.調査の概要

本調査区は、神光寺 (蓮池)遺跡の南部に位置し、1980年に

弥生時代中期の土器とともに方形周溝墓が確認された調査区に

隣接している。調査は、調査区内の西端部に1.8m× 1.3mの トレ

ンチを設定して行った。盛土以下の基本的な層序は、第 2層暗

灰茶色土、第 3層黄褐色粘土で無遺物層の順であつた。遺構、

遺物ともに検出しなかった。

96-2区

a.調査の概要

調査区は神光寺 (蓮池)遺跡のほぼ中央部に位置する。

調査は、調査区内に7カ 所のトレンチを設定し行った。基

本層序は、第 1層盛土、第 2層耕作土、第 3層青灰黄色土、

第 4層暗茶黒色粘土、第 5層黄茶灰色土の無遺物層であっ

た。遺構は 3ト レンチで溝を検出した。遺物は第 2層から

陶器、第 3層から須恵器、土師質土器、磁器、第 4層から

須恵器が出土した。

b.遺構
一

溝

一

3ト レンチの北部の第 5層上面で東西方向の溝を検出し

J″ 1

3⊂IIコ og

第50図 神光寺 (蓮池)遺跡96-2区  3ト レンチ平面図 0東側断面図

ン 3
0                1 0cm

第51図 神光寺 (蓮池)遺跡96‐ 2区 出土遺物

第52図 神光寺(蓮池)遺跡96‐5区 トレンチ位置図
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25.00m

1 盛土
2 耕作土
3 青灰黄色土
4 暗黒茶色粘土
5 黄茶色土
6 地山 :黄灰色粘土

第53図 神光寺 (蓮池)遺跡96-5区  トレンチ西側断面図

1     

くてく正三IIIIIE≡≡≡≡≡≡ラグ
L     
くてこ二二IttIIコ「

~~~~三

EEグ
7

3

｀`ゝ＼ヽ、、、、、正三三二_三
===|__…
………」【こラフI:ニ
プメ

``メ

・
                                                              m

第54図 神光寺 (蓮池)遺跡96‐5区 出土遺物 第55図  自然田遺跡

た。深さ0。 lmを呈する。埋土は暗茶色粘土で、弥生式土器、土師器、瓦器、土師質有孔土錘等

の遺物が出土した。遺物から中世期以降のものと思われる。

c.遺物

先述の遺物より図化し得たのは以下の 3点であった。 1は弥生式土器の甕底部、 2は土師質

有孔土錘、 3は須恵器の杯身受部で 6世紀のものと思われる。 1・ 2は溝の埋土より、 3は第

3層 より出土した。

96-5区
a.調査の概要

調査区は、神光寺 (蓮池)遺跡のほぼ中央部に位置する。調査は、調査区西部に2.2m× 1。5mの

トレンチを設定し行った。基本層序は、第 1層盛土、第 2層耕作土、第 3層青灰黄色土、第 4層暗黒

茶色粘土、第 5層黄茶色土、第 6層黄灰色粘土の無遺物層

であった。遺物は第 3層から弥生式土器、土師器、黒色土

器、瓦器、土師質管状土錘、第 4層から土師器が出土した。

b.遺物

1～ 6はすべて第 3層から出土した。 1～ 3は土師質

土器の小皿、 4～ 6は瓦器の婉である。

第56図 自然田遺跡96口 2区  トレンチ位置図
第 9節 自然田遺跡

96-2区

a.調査の概要

本調査区は、自然田遺跡の北部に位置する。調査は、

調査区北西部に1。Om× 0。9mの トレンチを設定 し行った。
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32.00m
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1 盛土       ｀

:瞑響昌轟混土 ｀ 5
4 地山 :淡橙黄色礫混土      ^
: 瓦冨:讐炭Ξ二
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第57図  自然田遺跡96‐2区 トレンチ南側断面図



基本層序は、第 1層盛土、第 2層褐灰色土、第 3層淡

黄色礫混土、第 4層淡橙黄色礫混土、第 5層黄灰色土

で、第405層は無遺物層であった。遺構、遺物とも

に検出しなかった。

96-3区

a.調査の概要

調査区は、自然田遺跡のほぼ中央部に位置

する。調査は調査区北東部に3.lm× 1.5mの ___＼

トレンチを設定し行ったg基本層序は、第 1

層盛土、第 2層灰茶色土、第 3層暗茶灰色土、

第4層黄灰色礫混土の無遺物層であった。

b.遺物

102は磁器で、 1は皿の底部、 2は鉢

の口縁部、 3は陶器の脚付灯明皿である。

いずれの遺物も調査区より表採した。

第58図  自然田遺跡96-3区  トレンチ位置図

/ 35.00m

1

2

3

4

盛土

灰茶色土

暗茶灰色土 (マ ンガン粒含む)

地山 :黄灰色礫混土

第59図 自然田遺跡96-3区

0                  1m

トレンチ南側断面図

96-4区

a.調査の概要

本調査区は、自然田遺跡のほぼ中央部に位置する。

周辺の調査区からは、縄文時代～中世期の遺物が出土

している。調査は調査区内のほぼ中央部に1。5m× 1。Om

のトレンチを設定して行った。盛土以下の基本的な層

序は、第 2層灰色シルト、第 3層明灰色粘土、第 4層

青灰褐色シルト、第 5層暗灰褐色礫混土で無遺物層の

順であった。遺構、遺物ともに検出しなかった。

第10節 鳥取北遺跡

96-1区

a.調査の概要

本調査区は、鳥取北遺跡の西部に位置する。調査は、調査区

北西部に2.Om× 1.Omの トレンチを設定し行った。基本層序は、

第 1層盛土、第 2層褐灰色土、第 3層淡黄褐灰色砂質土、第 4

層黄灰色粘土の無遺物層であった。遺構は土坑、溝を検出した。

第61図 自然田遺跡96‐4区  トレンチ西側断面図

lm

9                 :            ___JJ9Cm

第60図 自然田遺跡96日3区 出土遺物

3型
戯   `4  1
発展と名上 1    /
瓦EF量晨亀と礫混互丁

~~5丁~~~´

0
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第62図  自然田遺跡96‐4区  トレンチ位置図



レンチ

第63図 鳥取北遺跡

盛±     4
褐灰色±    5
淡黄褐灰色砂質土

調査区位置図

地山 :黄灰色粘土

土坑・溝 :黄褐灰色砂質土

第64図 鳥取北遺跡96口1区  トレンチ位置図

7.50m 
遺物は第 1層から土師質土器、磁器、第 2層から土師質

土器、第 3層からサヌカイト、土師質土器が出土した。

b◆ 遺構

土坑と溝を検出したが、出土遺物より近世期のも

のと思われる。

一土坑―

トレンチの北部の第 4層上面で検出し、深さは0.55

mを呈し、埋土は黄褐灰色砂質土であった。遺物は

土師質土器、陶器が出土した。

―溝 ―

トレンチ南部の第 4層上面で検出した。深さは0.25

m以上を呈し、埋土は黄褐灰色砂質土であった。遺

物は土師質土器が出土した。

c。 遺物

1は土師質管状土錐、 2は陶器婉の回縁部で、と

´0~ ▼/     10m
´L====量ココココ」

第68図  貝掛遺跡96‐ 2区
トレンチ位置図

0           10m

もに第 1層 より出土した。

第11節 貝掛遺跡

96--2区

a.調査の概要

本調査区は、貝掛遺跡

の北西部に位置する。調査

は、調査区南部に 1。 7m×

1。 6mの トレンチを設定 し

第65図 鳥取北遺跡96日 1区  トレンチ平面図0西側断面図

-0-顧

丁

~~~丁 ~~~可

Z

01   1_   1  1摯
第66図 鳥取北遺跡96-1区  出土遺物

調査区位置図第67図  貝掛遺跡
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2ト レンチ

第69図 貝掛遺跡96‐3区  トレンチ位置図

行った。基本層序は、第 1層耕作土、第 2層褐灰色土の

無遺物層であった。遺構、遺物ともに検出されなかった。

96-3区

a.調査の概要

貝掛遺跡は、阪南市の中央部に拡がる。調査区は南西

部から東北部に落ちる斜面で、南部に2。Om× 1.Omの 1ト

レンチと北部に1。9m× 1.Omの 2ト レンチの 2カ 所を設定

して調査を実施した。

lト レンチは耕作土、淡橙色粘土の無遺物層、 2ト レ

ンチは耕作土、床土、旧耕作土であるが、北側は撹乱を

受けている。

2ト レンチの旧耕作土から磁器が 2点出土 したが、図

化 し得るものはなかった。

第70図  戎遺跡 調査区位置図

ヽ

昴71図 戎遺跡96‐1区 096‐2区

淡黄白色土                 L=====ヒ ====」

第72図 戎遺跡96-1区  トレンチ北側断面図

＝

洲

■

上

―

第12節 戎遺跡

96-1区

a.調査の概要

調査区は、戎遺跡のほぼ中央部に位置する。

調査は、調査区中央部に2。Om× 1。 lmの トレン

チを設定し行った。基本層序は、第 1層盛土、

第 2層淡黄白色土、第 3層黄灰色粘土の無遺

物層であった。遺構は検出されず、遺物は土

師質土器を検出したが、図化し得なかった。

塘萱土 |
1褥西
地山 :淡黄褐色粘土

0            1m

トレンチ西側断面図

θ
96-2区

トレンチ

96-1区

トレンチ

ロ

// //
″
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第73図 戎遺跡96‐ 2区



96-2区
a.調査の概要

調査区は、戎遺跡のほぼ中央部で96-1区に隣接する。調査は、調査区北部に2.4m× 1.Omの

トレンチを設定し行った。基本層序は、第 1層盛土、第 2層褐色土、第 3層淡褐黄色土、第 4

層淡黄褐色粘土の無遺物層であった。遺構は検出されず、遺物は土師質土器を検出したが、図

化 し得なかった。

√
＝

洲

■

上

―

第13節 和泉鳥取遺跡

96-1区

a.調査の概要

本調査区は、和泉鳥取遺

跡の北部に位置する。同遺

跡内の既応の調査では、弥

生時代～中世期の遺物包含層の存在が確認されている。耕

作土以下の基本的な層序は、第 2層褐色粘土、第 3層 明灰

褐色土、第 4層暗茶色礫混土で無遺物層の順であった。遺

構は確認されなかったが、第 3層 から土師質土器の細片が

出土した。

第14節 箱作今池遺跡

95-11区

a.調査の概要

調査区は、箱作今池遺跡の西部

に位置する。調査は、調査区内に

9カ 所のトレンチを設定し行った。

基本層序は、第 1層盛土、第 2層

暗茶灰色砂質土、第 3層褐灰色砂

質土、第 4層茶灰色砂質土、第 5

層灰茶色砂質土、第 6層灰白色砂

質土、第 7層黄灰色粘土の無遺物

層であった。遺構は土坑、溝等を

検出した。

トレンチ

々

第75図 和泉鳥取遺跡96日1区
トレンチ位置図

28.00m

l 耕作±  4 地山 :暗茶色礫混土  
」ノ ~

2 褐色粘±        o          lm
3 明灰褐色土

第76図 和泉鳥取遺跡96‐ 1区  トレンチ北側断面図

第77図 箱作今池遺跡 調査区位置図
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b.遺構

遺構は、第 7層上面で溝 102、 土坑 1～ 6を検出したが、遺構から遺物は出土 しなかった

ため、時代は不明である。

一土坑 1～ 6-

土坑 1は深さ0.lm以上を呈 し、埋土は褐灰色砂質土。土坑 2は深さ0.6m以上を呈 し、埋土は

10.50m

―

     

―

7  6  10

１

２

３

４

５

６

７

８

９

‐０

盛土

暗茶灰色砂質土

褐灰色砂質土

茶灰色砂質土

灰茶色砂質土

灰白色砂質土

地山 :黄灰色粘土

土坑 2:明灰茶色土
土坑 3:暗茶灰色砂
溝 1:褐茶砂質土

10.50m

0                 1m

第78図 箱作今池遺跡95-11区  トレンチ平面図 0断面図

ＥＯЮ．〇
）
―‐　け

ヽ
　
ユ
〇
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〇
ヨ

Ш
09・ 0ト

溝 1
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明灰茶色±8土坑 3は深さ0.4m以上を呈し、埋土

は暗茶灰色砂。土坑 4は深さ0.16m以上を呈し、埋

土は灰茶色砂質土。土坑 5は深さ0。8m以上を呈し、

埋土は茶灰色砂質土。土坑 6は深さ0。 16m以上を呈

し、埋土は褐灰色土である。

一溝 102-

溝 1は幅0.5m、 深さ0。05mを呈し、埋土は褐茶色

砂質土。溝 2は幅0.25m、 深さ0。 14mを呈し、埋土

は茶灰色砂質土である。

c。 遺物

Aト レンチの第 2層から須恵器、土師質土器、Dト レンチの第 203

層からサヌカイト、須恵器、黒色土器、製塩土器、Fト レンチの第 4～

6層 より土師器、 Gト レンチの第 3・ 506層 より土師器、瓦器、土師
質土器、Hト レンチの第 4～ 5層 より土師器、土師質蛸壷が出土した。

0              01

第80図 箱作今池遺跡
95日11区 出土遺物

1は瓦器婉の底部である。Dト レンチの第

203層から出土した。

95-16区

a.調査区の概要

本調査区は、箱作今池遺跡のほぼ中央部

に位置する。調査は、調査区内に 5カ 所の

トレンチを設定し行った。基本層序は第 1

層盛土、第 2層耕作土、第 3層褐色土、第

4層茶灰色土、第 5層明灰褐色土、第 6層

灰褐色土、第 7層明褐灰色土、第 8層黄灰

色粘土の無遺物層であった。遺構は検出さ

れず、遺物は 1ト レンチの第 2層から土師

質土器、瓦器、4ト レンチの第 6層から土

師器、 5ト レンチの第 6層から土師器、須

恵器、瓦器が出土した。

b.遺物

前述の遺物のうち、図化し得たのは、

2は ともに瓦器で、 1は小皿の口縁部、

第81図

以下の 2点であった。 1

2は婉の口縁部であった。

箱作今池遺跡95日16区  トレンチ位置図

0                1 0cm

第82図 箱作今池遺跡
95日16区  出土遺物

第79図 箱作今池遺跡95-11区  トレンチ位置図

1ト レンチ

てゝ  5トレンラ

4ト レン

3ト レンチ
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1ト レンチ 西側断面図 12.00m

12.00m2ト レンチ 北側断面図

盛土

耕作土

褐色土

茶灰色土

明灰褐色土

灰褐色土

明褐灰色土

地山 :黄灰色粘土

第83図 箱作今池遺跡95日16区  トレンチ断面図

95-19区

a.調査の概要

本調査区は箱作今池遺跡内の北側に位置

する。調査は、2.6m× 1.2mの トレンチを設

定して行った。盛土以下の基本的な層序は、

第 2層黄褐色土、第 3層茶褐色土、第 4層

黄灰色礫混土で無遺物層の順であつた。遺

構としては、南西から北東方面に延びる溝

の一部を検出した。

b.遺構

第 4層上面で、南西から北東方面に延び

る溝の一部を検出した。埋土内からは土師

質蛸壺や磁器、瓦等が出土した。これらの

遺物は細片等のため、図化 していないが、

出土遺物から、その時代は明治以降の所産

と思われる。

95-21区

a.調査の概要

本調査区は、箱作今池遺跡内の北側に位置する。地元では寺院が存在していたと伝えられて

いる。調査は、2。6m× 1。4m及び3.5m× 2.5mの 2カ 所のトレンチを設定し、前者を1ト レンチ、

後者を2ト レンチとして調査を行った。基本的な層序は、第 1層淡茶色土、第 2層茶色土、第

3層濃茶色土の順であつた。遺構としては、 2ト レンチで石敷きの施設を検出した。遺物とし

ては、 1ト レンチから近世～近代期の陶器、磁器、瓦、宝筐印塔の一部、土師質蛸壺等が、 2

トレンチからも同じく近世～近代期の陶器、磁器、瓦をはじめ、瓦器、須恵器等が出土している。

lm

0                 1m
l 盛±   4 地山 :黄灰色礫混土    L=====ヒ ====」
2 黄褐色±  5 溝 :暗灰色礫混土
3 茶褐色土

第84図 箱作今池遺跡95日 19区

第85図 箱作今池遺跡
95-19区  トレンチ位置図 第86図 箱作今池遺跡

95-21区  トレンチ位置図

トレンチ平面図 ,北側断面図

＝
月
十
車
―

チノヽ

てLlトレンチ
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淡茶色土

茶色土

濃茶色土

茶灰色土

濃灰色礫混土

黄灰色土

淡黄茶色土

白茶色土

濃黄色粘土

黄色粘土

黒茶色土 (l ocm前後の礫

|

第87図 箱作今池遺跡95日21区  2ト レンチ平面図・断面図
b.遺構
一石敷遺構一

2ト レンチの西半分で近世期の墓標等をはじめとする石造物や自然礫を組み合わせた施設を

検出した。底部は墓標や燈籠の笠の部分を平坦に敷き詰め、南北側面は自然石が積み上げられ

ている。東側面には石を積み上げた痕跡はなかった。底部は2.3m× 1.Om以上、積み上げられた

側面の高さは0.6mを呈する。底部のひとまわり外倶1には、この施設の掘り方を確認している。

掘り方と底部の石敷きとの間、底部の石と石の間には、黄色粘土が張り詰められていた。底部

に敷き詰められていた墓標の内、紀年銘の確認できたものは、寛永19(1642)年が最も古く、正

徳 5(1715)年が最も新しい。このことから、1715年以降の所産であると想定されるが、この施

設への墓標の転用が建立されてすぐに行われたとは考えがたく、18世紀の後半以降の構築と考

えられる。その性格については、東佃1面には石が積み上げられていなかったが、何らかの「室」

２

３

４

５

６

７

８

９

‐０

‐１

／

　

　

＞
ｍ

一

含む)

〇
・〇
〇
ヨ

と思われるものの、施設の内

部からの出土品はなく、詳細

は不明である。

c。 遺物

1は須恵器の杯身。 2は 中

世期の土師質蛸壷の底部であ

る。以上の 2点は 1ト レンチ

から出土した。 3～ 5は伊万

第88図 箱作今池遺跡95-21区  出土遺物 (1)

-28-

里の碗と半筒形碗。 6は陶器



|

第89図 箱作今池遺跡95-21区  出土遺物 (2)

|

|

|

|
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|

|

|

|

第90図 箱作今池遺跡95日21区 出土遺物 (3)

皿の底部。 3～ 6はいずれも近世期のもの。 7は巴文軒丸瓦で、中世末期から近世初頭のもの

である。 8は 中世期の平瓦で、二次焼成を受けている。 3～ 8は 2ト レンチから出土 した。第

89図以降の墓標等石造物のうち、第89・ 90図 については、上述の石敷き遺構部分から、第91～

93図 については、 トレンチ内からの出土もしくは調査区周辺で採集されたものである。銘文の

確認された墓標については、別添の観察表を参照されたい。以下にはこれ以外の石造物につい

て記述する。13は燈籠の笠部。14は墓標の台座。20は五輪塔の地輪部分。21は宝筐印塔もしく

は五輪塔の台座。22はいわゆる舟形光背型地蔵の一部分。23・ 24は宝筐印塔の相輪部。31は一

石五輪塔で、空風輪が欠損している。

96-1区
a.調査の概要

本調査区は箱作今池遺跡内の北端部に位置する。調査は、調査区内の北東隅に1。 7m× 1.2m

(1ト レンチ)と 2.Om× 1。2m(2ト レンチ)の 2カ 所、東端部に23。Om× 0。8m(3ト レンチ)の
トレンチを設定して行った。盛土、耕作土以下の基本的な層序は、第 3層暗灰色土、第 4層灰

-30-



16

20

20cm

第91図 箱作今池遺跡95口21区  出土遺物 (4)
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３０
20cm

第92図 箱作今池遺跡95-21区  出土遺物 (5)
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第93図 箱作今池遺跡95-21区  採集遺物

色粘土で無遺物層の順であつた。遺構としては、 2

1ト レンチの暗茶色粘質土から土師器、瓦器が、 2

から土師器、土師質土器の小皿、土師質管状土錘、

め図化し得なかった。

b.遺構
―土坑一

2ト レンチ南端部の第

4層上面で、土坑の一部

を検出した。深さ0.12m

以上で、埋土は淡黄色砂

混粘質土であった。埋土

から土師器が出土した。

遺物は小片のため、時代

は不明であるが、倒木痕

の可能性も考えられる。

トレンチで土坑を検出した。遺物としては、

トレンチの土坑から土師器が、 3ト レンチ

磁器が出土した。遺物はいずれも細片のた

4.40m

1

― ―
l

/
盛土

        、三III正三正三二三三フ
耕作土            :
暗灰色土
      _隣 色糧 励

地山 :灰色粘土

監1違税粘EELゞン 4

第95図 箱作今池遺跡96-1区
2ト レンチ平面図・南側断面図

二
月

サ
´
θ

11111:|:

第94図 箱作今池遺跡
96‐1区  トレンチ位置図
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96--2区

a.調査の概要

本調査区は、箱作今池遺跡の中央 :[鯨壁
: 覧畜『曇農色粘± 2____コL__――Jm

部 に位置する。調査区北部に1.0 第96図 箱作今池遺跡96-2区
m× 1.Omの トレンチを設定して行 トレンチ北側断面図

った。基本層序は、第 1層床土、第 2層暗茶灰色土、第 3層暗茶黄灰

色土、第 4層褐灰茶色土、第 5層暗紫灰色土、第 6層黄灰色粘土の

無遺物層である。遺構は検出されず、遺物は第 3層および第 5層 よ

り土師質土器が出土した。いずれも細片のため図化し得なかった。

96-6区

a.調査の概要

本調査 区は、箱作

今池遺跡の北部 に位

置する。調査 は、調

第97図 箱作今池遺跡96‐2区 トレンチ位置図

3 暗茶褐灰色±         7    o lm
4 褐灰黄色土
5 暗灰茶色±    7 地山 :暗黄茶灰色礫混土
6 暗黒茶灰色砂質±  8 土坑 :暗茶褐灰色土 (褐灰黄色土混 )

第99図 箱作今池遺跡96‐ 6区  トレンチ南側断面図

0                1 0cm

第100図 箱作今池遺跡96口6区 出土遺跡

16′

査区北部に2.Om× 1.0♀    1♀m ノ
mの トレンチを設定 第98図 箱作今池遺跡96‐6区 トレンチ位置図

し行った。基本層序は、第 1層灰色土、第 2層褐灰色                ヨ
1

土、第 3層暗茶褐灰色土、第 4層褐灰黄色土、

こ曇暴 て

~丁

可

~~瓦

乙暗灰茶色土、第 6層暗黒茶灰色砂質土、第 7層暗

灰礫混色土の無遺物層であった。遺構は第 4層上面で

土坑を検出し、遺物は、第 3層から須恵器、土師質土

器、瓦器、磁器、スサ入り焼土塊、第 405層 より須恵

器、土師質土器、磁器、第 6層 より土師器が出土した。

b.遺物

1は須恵器杯蓋の回縁部で8世紀のものと思

われる。203は染付碗の口縁部、4は湊焼甕の

蓋口縁部である。1は第405層から、2は第 3

層から出土し、304は調査区より表採した。

第15節 田山東遺跡

96-1区

a.調査の概要

本調査区は、田山東遺跡の北部に位置する。

＝

川

朴

上

―

チレ
φ

 ヽ ｀

第101図
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第102図 田山東遺跡96‐ 1区  トレンチ位置図

調査は、調査区北部に1。9m× 1。Omの トレンチを

設定 し行った。基本層序は、第 1層耕作土、第

2層暗茶灰色土、第 3層淡茶黄色土の無遺物層

であった。遺構は検出されず、遺物は第 1層か

ら手水鉢、第 2層 から土師器、土師質蛸壺、陶

器、瓦が出土した。

b.遺物

1は和泉砂岩製の手水鉢で近世期以降のもの

である。

96--2区

a.調査の概要

本調査区は、田山東遺跡の南端部に位置する。

調査は、調査区内に2。Om× 1。Omの トレンチを設

定し行った。基本層序は、第 1層耕作土、第 2

層床土、第 3層茶灰色土、第 4層褐灰茶色土、

第 5層明灰茶色土、第 6層灰茶色土、第 7層黄

茶灰色土の無遺物層であった。遺構は検出され

なかった。遺物は第 3層から土師質土器、瓦器、

土師質蛸壺、スサ入り焼土塊、第 4層 から土師

器、須恵器、瓦器、土師質蛸壷が出土した。

b。 遺物

上記の遺物の内図化し得たのは、以下の 2点で

あった。 102は ともに瓦器婉で、1は底部、2

は口縁部である。

o                   20cm

第104図 田山東遺跡96-1区  出土遺物

第105図 田山東遺跡96-2区  トレンチ位置図

＼
、
、
==LJ3fチ

′

1

/    6.00m

0                 1m

トレンチ東側断面図

1 耕作土      _`___二
2 暗茶灰色土
3 地山 :淡茶黄色土 (風化礫含む)

第103図 田山東遺跡96日1区

lm

・臨
:][::

i 3[i言童
L~~~｀~~~~=⊆_____πて≡ブ

4

6 灰茶色土 (マ ンガン粒含む)    o

10m

第107図 田山東遺跡
96口2区 出土遺物

7 地山 :黄茶灰色土

第106図 田山東遺跡96口2区  トレンチ東側断面図
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第 4章 まとめ

以上、今年度の調査の概要について触れた。ほとんどの調査が十数ピ～数ピ程度の極めて小

規模な調査ばかりであったが、向出遺跡 (96-1区、96-2区 )の調査で縄文時代後期から晩

期にかけての土器が出土したこと、箱作今池遺跡内の95-21区の調査について下記に簡単に触

れ、まとめにかえたい。

向出遺跡の縄文式土器は、前述したように後・晩期のものである。これまで市内で出土して

いる最古の縄文式土器は、馬川北遺跡における晩期後葉の凸帯文系土器いわゆる滋賀里Ⅳ式 (

船橋式、長原式に属するものであった。今回の向出遺跡出土の土器には、晩期でも前葉～中葉

の西日本磨研土器があり、これに先行する滋賀里 I～ Ⅲ式のものであると思われる。さらに、

縄文を施したものが小片ながら若干あり、これらについては、後期の北白川上層式、元住吉山

I式等の縁帯文土器に属するものである可能性がある。なお、周辺地域における同時期の遺跡

としては、本市に西接している岬町・淡輪遺跡、泉佐野市 0三軒屋遺跡などが知られている。

箱作今池遺跡95-21区からは墓標等の石造物が大量に出土した。本文中でも記述したように、

この調査区あたりには寺院が存在していたとの伝承があったが、これらの遺物の出土や遺構の

存在はこの伝承を裏付けるものであった。この寺院は、今回出土した石造物の紀年銘によると、

少なくとも寛永19(1642)年から宝暦 7(1757)年 にかけての間は存在していたと考えられる。ま

た、出土した墓標には梵字で「キリーク・サ・サク」の弥陀三尊が刻まれているものが多くみら

れることから、この寺院の宗派は浄土宗である可能性が高い。当教育委員会に寄託されている

「山中家文書」に上記の間にあたる元禄 9(1696)年の「寺社其の他改帳」が残されている。これ

によると、調査区周辺は当時箱作村と呼ばれていたが、この村には寺院が 9ヵ 所あり、そのうち

浄土宗は「宗福寺」「発徳寺」「施福寺」「地蔵寺」の4カ 所が存在していた。うちの宗福寺は現

在も存在していることから残りの3カ 寺のうちのどれかと想定できる。これらの寺院は明治初

期の神仏分離令に伴う排仏棄釈の波にあって廃寺となったようで、明治 6(1873)年の「廃寺跡

地井開墾土地書上帳」にこの3カ 寺の記述があり、それぞれの寺院の跡地の面積、縦横の長さが

記されている。今回の調査区敷地全体が江戸時代に存在していたとされる寺院の敷地全体と同

じであったと仮定して考えてみた。調査区敷地の大きさは、東辺が約25m、 西辺が約30m、 北辺

が約14.5m、 南辺が約22mであった。3カ 寺のうちの「施福寺」の項には、「長拾四間/横八間」と

記されている。これをメートルに換算 (1間 を1。 818mと して)す ると、約25。5mと 約14.5mと なる。

調査区の北辺と東辺だけをとらえればほぼ同じ数値となっている。以上のようなことだけで今

回の調査区にあったとされる寺院がすぐに排仏棄釈時に廃寺となった「施福寺」と断定はできな

いが、ひとつの可能性として考えておきたい。

まとめとしては、非常に簡単雑駁になった。当教育委員会が実施している行政発掘調査は、

最低限の記録保存のための調査であるため、そのほとんどが極めて小規模な「点」的なものに

なっている。しかし、今後もこれらの「点」の調査を地道に続け、「点」を「線」や「面」に拡

げていきたいと考えている。
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所収遺跡名
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乃

東 経 調 査 期 間 調査面積

m

調査原因

所
ザ

↑
一Ｌ 地 市町村番号 晰

■
憫
爆

尾崎海岸 大阪府

尾崎町

阪南市

27232 22 342138 1351431 910312～ 15 6。 5 住  宅
尾崎町 27232 22 342139 1351429 960418 2.1 住  宅

下 出 北 下 出 27232 22 342116 1351512 960513 1。 2 倉 庫
下 出 下 出 27232 22 342119 1351458 961209 1。 5 住  宅
馬 川 北 下 出 27232 22 342132 1351457 960326 2.3 住  宅

下 出 27232 22 342134 1351456 960819 7 住  宅
下 出 27232 22 342134 1351457 970128 7.8 住  宅

馬   川 下 出 27232 22 342129 1351614 960619 3.9 住  宅
下 出 27232 22 342130 1351500 960710 2.1 住  宅
下 出 27232 22 342125 1351460 961112 2。 2 住  宅
下 出 27232 22 342155 1351500 970109 4。 6 住  宅

向 出 下 出 27232 22 342055 1351517 961226 5.0 住  宅
下 出 27232 22 342054 1351517 970127 5。 1 住  宅

西 火田 下 出 27232 22 342036 1351511 961018 3。 3 住  宅
神光寺蓮池 石 田 27232 22 342041 1351448 960202 138 住  宅

石 田 27232 22 342037 1351452 960202 2。 3 住  宅
石 田 27232 22 342050 1351446 960709・ 23024 36。 1 住  宅
石 田 27232 22 342042 1351445 961120 3.3 住  宅

自 然 田 自然田 27232 22 342022 1351533 960730 0。 9 住  宅
自然田 27232 22 342022 1351529 960808 4。 7 住  宅
自然田 27232 22 342126 1351529 961216 1。 5 住  宅

鳥 取 ゴヒ鳥 取 27232 22 342021 1351334 961122 2。 0 住  宅
戎 鳥 取 27232 22 342045 1351351 961113 2.2 住  宅
鳥 取 27232 22 342045 1351350 961113 2.4 住  宅

貝 推ト貝 掛 27232 22 342032 1351330 960704 2。 7 住  宅
貝 掛 27232 22 342021 1351335 961028 3.9 住  宅

和泉鳥取 和泉鳥取 27232 22 342132 1351551 961216 1。 3 店舗付住宅

箱作今池 箱 作 27232 22 342013 1351254 960222023 38。 4 店舗付住宅
箱 作 27232 22 342015 1351246 960326 33。 0 住  宅
箱 作 27232 22 342023 1351251 960213 3。 1 住  宅
箱 作 27232 22 342037 1351252 960228～ 22 12.4 住  宅
箱 作 27232 22 342024 1351245 96050900715 4。 4 住 宅
箱 作 27232 22 342029 1351202 960516 1。 0 住  宅
箱 作 27232 22 342021 1351302 961114 2.0 住  宅

田 山 東 箱 作 27232 22 342015 1351237 960509 1。 9 住  宅
箱 作 27232 22 342001 1351237 960830 2。 0 住  宅
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遺 跡 名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特
己讐
一ロ 事 項

尾 崎 海 岸 生 産 遺 跡 弥生～古墳 土器溜り
。製塩炉 庄内式土器・布留式土器・製塩土器0蛸壺=土師質土器・

陶器・磁器

同 上 同 上 同 上 陶器0土師質管状土錘。製塩土器=瓦

下  出  北 散 布 地 溝 土師器。須恵器0陶器・磁器3瓦

下 出 散 布 地 土師器0瓦器・蛸壺 信長街道(中世末期に整備)に面している

馬 散 布 地 ピット 弥生式土器・須恵器。蛸壺

同 上 同 上 サヌカイト土師器。須恵器・瓦器・土師質土器

同 上 同 上 中世期以前 建物跡(掘建柱建物)・ビット土師器。須恵器。陶器0蛸壺

馬 散 布 地 須恵器

同 上 同 上 須恵器・瓦器。土師質土器0磁器0蛸壺

同 上 同 上 溝・ピット 須恵器0黒色土器0土師質土器・瓦0石臼

同 上 同 上 土師質土器

向 出 散 布 地 縄文式土器。土師器0須恵器0瓦器

同 上 同 上 サヌカイト・縄文式土器0弥生式土器。土師器・瓦器

西 火田 散 布 地

神 光 寺 蓮 池 散布地0社寺0

その他の墓

同 上 同 上

同 上 同 上 溝(中世期以降) 弥生式土器・須恵器・瓦器0土師質土器0陶器。磁器
0

土師質有孔土錘

同 上 同 上 弥生式土器・土師器0黒色土器。瓦器・土師質管状土錘

自 伏
¨
田

同 上 同 上 陶器。磁器

同 上 同 上

鳥  取  北 散 布 地 土坑0溝 (近世期か) サヌカイト土師質土器0陶器0磁器。土師質管状土錘

貝 推ト 散 布 地

同 上 同 上 磁器

戎 散 布 地 土師質土器

同 上 同 上 土師質土器

禾日泉 ′鳥 取 散 布 地 土師質土器

箱 作 今 池 散 布 地 土坑。溝 サヌカイト・土師器・須恵器。黒色土器0瓦器。土師質土器・

製塩土器0蛸壺

同 上 同 上 土師器・須恵器・瓦器0土師質土器

同 上 同 上 溝(明治期以降か) 磁器。蛸壺・瓦

同 上 同 上 石敷の施設1餓紀後半以降河須恵器0瓦器。陶器。磁器。蛸壺。瓦(近世～近代期) 近世期の基標等と自然礫を組み合わせた施設

同 上 同 上 土坑 土師器。瓦器0土師質土器0土師質管状土錘。磁器

同 上 同 上 土師質土器

同 上 同 上 土師器0須恵器・瓦器・土師質土器。磁器0スサ入焼土塊

田  山  東 散 布 地 土師器・蛸壷。瓦。陶器0手水鉢

同 上 同 上 土師器。須恵器・瓦器。土師質土器。蛸壷0スサ入焼土児
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図
版

１

調査区全景 (南 より)尾崎海岸遺跡90-1区 尾崎海岸遺跡90-1区 第2面全景 (南 より)

.                         3::

尾崎海岸遺跡90-1区 第1面全景 (南 より) 尾崎海岸遺跡90-1区 南断面



図

版

２

尾崎海岸遺跡90-1区 炉 掘削前 (東 より) 尾崎海岸遺跡90-1区 炉 掘削後 (南 より)

尾崎海岸遺跡90… 1区 炉 北断面



図
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３

尾崎海岸遺跡90… 1区 遺物出土状況 (北 より) 尾崎海岸遺跡96-1区  トレンチ全景 (西 より)

尾崎海岸遺跡90-1区 遺物出土状況 (西 より) 下出北遺跡96-1区  トレンチ全景 (南 より)
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４

トレンチ全景 (北 より) 馬川北遺跡96-1区  トレンチ全景 (北 より)

馬川北遺跡95-1区  トレンチ全景 (南 より) 馬川北遺跡96-3区  トレンチ全景 (北 より)
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５

1遺跡96-2区 トレンチ全景 (西より) 馬川遺跡96-4区  トレンチ全景 (東 より)

向出遺跡96… 1区  トレンチ全景 (北 より)
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６

神光寺 (蓮池)遺跡95-4区 トレンチ全景 (東より)

西畑遺跡96-1区  トレンチ全景 (東 より) 神光寺 (蓮池)遺跡95-5区  トレンチ全景 (南より)
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神光寺 (蓮池)遺跡96-2区 3ト レンチ溝 (南より) 神光寺 (蓮池)遺跡96-2区 5ト レンチ全景 (北より)

神光寺 (蓮池)遺跡96-2区  3ト レンチ溝 北断面
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自然田遺跡96…2区  トレンチ全景 (北 より) 自然田遺跡96-4区 トレンチ全景 (南 より)

鳥取北遺跡96-1区  トレンチ全景 (南 より)
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貝掛遺跡96-2区  トレンチ全景 (北 より) 戎遺跡96-1区  トレンチ全景 (西 より)

戎遺跡96-2区  トレンチ全景 (南より)貝掛遺跡96-3区  トレンチ全景 (西 より)
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トレンチ全景 (北 より)和泉鳥取遺跡96… 1区  トレンチ全景 (西 より) 箱作今池遺跡95-16区  1

箱作今池遺跡95… 11区A 全景 (北 より) 箱作今池遺跡95-19区
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箱作今池遺跡95-21区  2ト レンチ全景 (南東より)

箱作今池遺跡95-21区  2ト レンチ (北より)

箱作今池遺跡95-21区  2ト レンチ石敷遺構 (南東より)
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箱作今池遺跡95-21区  2ト レンチ石敷遺構 石除去後 (東 より)

箱作今池遺跡95-21区  2ト レンチ石敷遺構 北倶1断面 箱作今池遺跡95-21区  2ト レンチ 北側断面

箱作今池遺跡95-21区 2ト レンチ 西側断面
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箱作今池遺跡95-21区  トレンチ全景 (南 より) 箱作今池遺跡96-1区  トレンチ全景 (北 より)

箱作今池遺跡96-2区  トレンチ全景 (南 より)
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田山東遺跡96…2区  トレンチ全景 (北 より)
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尾崎海岸遺跡90-1区 出土遺物 (そ の 1)
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尾崎海岸遺跡90-1区  出土遺物 (そ の 2)
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尾崎海岸遺跡90‐ 1区 出土遺物 (そ の3)
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尾崎海岸遺跡90-1区 出土遺物 (そ の 4)
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馬川北遺跡96-1区  出土遺物

下出北遺跡96-1区 出土遺物 馬川遺跡96-2区 出土遺物 神光寺 (蓮池)遺跡96-2区 出土遺物

神光寺 (蓮池)遺跡96-5区 出土遺物

自然田遺跡96-3区 出土遺物

蟷

颯

馬川遺跡96-3区 出土遺物

鳥取北遺跡96-1区  出土遺物
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向出遺跡96-2区  出土遺物

箱作今池遺跡95-21区  出土遺物

箱作今池遺跡95…21区 出土遺物 箱作今池遺跡95-21区  出土遺物
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箱作今池遺跡95-21区  出土遺物
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箱作今池遺跡95-21区  出土遺物
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箱作今池遺跡95-21区  出土遺物
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箱作今池遺跡95…21区 出土遺物 箱作今池遺跡95…21区 出土遺物

箱作今池遺跡95-21区  採集遺物

箱作今池遺跡95-21区 採集遺物 箱作今池遺跡95‐ 21区 採集遺物

箱作今池遺跡96-6区 出土遺物

田山東遺跡96-1区  出土遺物 田山東遺跡96-2区  出土遺物
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